
＜講師・ファシリテータ＞ 詳細は、本学の研究シーズをご確認ください。 

嶌末 憲子（社会福祉子ども学科） 小嶋 章吾（国際医療福祉大学大学院） 

●3日目のゲストは、受講者の所属や職種等により決定します。 

●研修中の資料に、上記書籍の該当頁を付記することがございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日程（全 3日間に要参加） 

6 月 20日（金） 

8 月  7日（木） 

9 月 ２６日（金） 

●受講料 9,000円(税込) 

 

概要・目標・内容・事前準備・課題等

はシラバスをご参照ください。 

🔎F-SOAIPのシステム実装（2024年度末現在：予定を含む） 

   計６領域で 17種類／AI活用（４領域で７種類） 

●ケアマネジメント：4種類（会議の要約・F-SOAIPの自動分類等：３） 

●介護記録：4種類(認知症 BPSDの AI等：2）  

●医療機関のカルテ：1種類 

●自治体・福祉相談記録：5種類（１） ／ ●地域包括ケア：1種類 

●児童福祉施設：２種類（遠隔によるスパービジョン等：１） 

F-SOAIPの最新情報はHP（https://seikatsu.care/）をご参照。 

🔎F-SOAIPのリーダー研修としての開催は本研修のみ 

事業所や法人・地域、自治体などを対象に、F-SOAIP の導入や研修を担い、IPWを促進できる人材養成を目的としています。 

🔎専門雑誌での掲載 ※執筆や監修した専門誌： ２８誌（連載：1６誌） １２６本 （2024年度末現在） 

連載中『自治実務セミナー』 『月刊ケアマネジメント』 『Vision と戦略』 『月刊先端教育』／連載済『月刊新医療』 『訪問リハビリテーション』 

『カイゴのチカラ』 『住民行政の窓』等／特集済『ケアマネジャー』 『エキスパートナース』 『臨床栄養』等  

茅野市保健福祉サービスセンター ：2024年度修了者 1名 

包括的支援体制のパイオニアとして知られる茅野市では、事務簡素化と多職種連携強化等を目的として、

主体的に書籍（右図）のみで F－SOAIP を導入されていました。中堅職員が当研修を受講し、伝達研修

を行い、新旧センター長らとともに、その一連の経過や成果等を「月刊ケアマネジメント」、「自治実務セミナ

ー」にご執筆いただきました。なお、日本福祉大学学長や茅野市首長様より応援メッセージもいただきました。 

 

国立障害者リハビリテーションセンター 

自立支援局 サービス管理責任者 納冨 祐輔 様 

：2023年度修了／埼玉県立大学の第一期卒業生 

研修を受講後、職場における多職種連携人材の育成に役立てる

ため、伝達研修を開催しました。  

☆詳細は保健･医療･福祉の専門雑誌「Visionと戦略」に寄稿 

 

      東京都立墨東病院 看護主任 畑中達也 様 

：2024年度修了 

ACP や退院支援、情報共有時には必ず記載しています。 

F－SOAIP の記録法は、継続すべき援助の方向性が可視

化され、チームとして患者さんに関わっていることが実感でき

ます。 

☆202２年度より（国際医療福祉大学にて開催）複数名にてリー

ダー研修へ参加。2024年度より、GEヘルスケアのコマンドセンタ

ー設置とともに、富士通 Japan の電子カルテに F-SOAIP を搭

載。当研修への職員派遣を推奨している副院長･看護部長らが

「月刊新医療」「エキスパートナース」等に寄稿 

戸田中央メディカルケアグループ本部看護局介護部長 

黒井 有子 様：2023年度修了 

各施設より、記録委員を選出し記録記載基準を改定しました。 

その段階でF-SOAIP を取り入れ、グループ内の主に老健・特養 

の介護・看護職に導入しました。さらに研修会を開き、内容を周知 

し各施設での運用に繋げました。他職種への浸透も視野に入れて 

います。 

受講後のご活躍を紹介 

F-SOAIP を開発し社会実装を図る

べく、実践導入・研修・執筆や教育・ 

研究をサポートしています。 

2025年度履修証明プログラム「専門職連携を学ぶ講座」 応募フォーム 

0発行元 ： 埼玉県立大学専門職連携教育研修センター ipe-kenshu@spu.ac.jp 

10:00 

～ 

17:00 

https://seikatsu.care/
https://business.form-mailer.jp/fms/a86ab469203236
https://business.form-mailer.jp/fms/a86ab469203236


 

個別講座名 IPW を促進する F-SOAIP 研修 

担当教員 〇嶌末 憲子、小嶋 章吾（国際医療福祉大学大学院 特任教授） 

 ※受講者の領域等によりゲスト数名：3 回目 

開講日時 

 

1 回目：6 月 20 日(金) 10：00～17：00 

2 回目：8 月 ７日(木)  10：00～17：00 

3 回目：9 月 2６日(金) 10：00～17：00 

総時間数 研修時間数：１８時間（６時間×３日間） 履修証明プログラムにおける時間数：２４時間＊ 

＊１時間＝４５分間（実質の受講時間）＋１５分間（自己学習） 

講義概要 ※3 回とも講義および演習ワーク（個人・グループ）を実施する 

・F-SOAIP の概要と特徴を学ぶ 

・F-SOAIP による IPW を理解する～ミクロレベルの導入とメゾ・マクロ展開～ 

・先進例から導入プロセスや効果を学び、IPW の実践変容や DX を展望する 

※ゲスト：受講者の目標や職種をふまえ、多機関多職種へ依頼 

※3 回分の出席と課題提出により、本講座を修了となります。 

到達目標 ・F-SOAIP の講義や書換えワーク、伝達研修などを通じ、IPW の実践変容による好循環や諸課

題解決に向けた DX を展望できるようにする。 

・F-SOAIP の普及・導入を推進できるリーダーに求められる役割を理解する。 

講義内容 

及び方法 

 

開講日 講義内容 講義方法 

6 月 20 日(金) 

※オンライン 

 

『F-SOAIP の概要と特徴を学ぶ』 

・F-SOAIP の概要（定義・DX 等の政策） 

・ＰＤＣＡサイクルにおける実施段階の経過記録

と IPW・諸課題との関連 

・IPW を可視化する F-SOAIP の理解 

・F-SOAIP の書換：ＩＰＷに役立つ場面 

・新たな挑戦を意味づけるリフレクション 

※F-SOAIP ワークシート

【初回版】提出 

→当日提出できなかった

シート等は、６／２9 まで

に提出 

 

8 月７日(木) 

※オンライン 

 

『F-SOAIP による IPW を理解する～ミクロレベ

ルの導入とメゾ・マクロ展開～』 

・第１回リフレクションや課題等を共有 

・講義（F-SOAIP の応用版（カンファレンスや事

例検討、LIFE のフィードバック活用・分析、OJT、

BCP 等）、特徴的場面（苦情対応、ヒヤリハット、

意思決定支援、認知症 BPSD、看取り等）、F-

SOAIP アプローチ 

・ＩＰＷに着目したリフレクション 

※ 7 ／ ２ ７ ま で に F-

SOAIPワークシート【導入

版】を提出 

 

※当日提出できなかった

リフレクションは、８／１

７までに提出 

 

 

9 月 2６日(金) 

※オンライン 

 

 

『先進例から導入プロセスや効果を学び、IPW の

実践変容や DX を展望する』 

・第 2 回リフレクションや課題等を共有 

◆ゲスト数名による実践報告・交流 

・F-SOAIP 好循環モデルの作成・共有 

・ＩＰＷの好循環に向けたリフレクション 

※どちらかを事前提出 

F-SOAIP ワークシート

【OJT 版】 

（９／１４まで） 

IPW・F-SOAIP実践シート 

（９／２１まで） 

※当日提出できなかった

シート等は、10／５まで

に提出 

 

事前学習・

準備等 

 

 

・受講前に F-SOAIP の HP（https://seikatsu.care/）より、F-SOAIP のリーダー研修受講

者等による専門雑誌での実践報告テーマや動画等をご確認ください。 

 

・受講者には、第 1 回目に使用する F-SOAIP ワークシート【初回版】を配信しますので、所定

の欄に、F-SOAIP へ書き換えたい場面を入力しておいてください。 

 

・Zoom と Google スライドを使用して実施します。基本的な操作方法（Zoom：チャットへの

入力、名前変更、ブレイクアウトルーム内への移動、画面共有／Google スライド：表や付箋へ

の入力）などは、各自で実施できるようご準備ください。 

 

・研修当日は一人１台使用できるパソコンをご用意ください。 

https://seikatsu.care/

